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定期監査の結果に関する報告に係る措置の通知について 

 

令和２年１月２２日付け監査報告第３号により提出のありました定期監査の

結果に関する報告書において、改善が必要な事項として指摘のありました事項

について、別添のとおり改善措置を講じましたので、地方自治法（昭和２２年

法律第６７号）第１９９条第１４項の規定により通知します。 

  

  



監査の結果に基づき講じた改善措置 

 

上下水道局給水課 

 

 

［指摘事項］ 

(1) 導水管、送水管、配水管及び給水管修繕業務（以下「修繕業務」という。）

の契約金額を決定する方法が不適切であった。（修繕業務では、漏水等が

大規模又は多数の場所に発生し、導水管、送水管、配水管及び給水管修繕

待機業務（以下「修繕待機業務」という。）を請け負っている業者が修繕

の対応ができなくなった場合に、修繕業務の契約業者が当該対応できなく

なった部分の修繕を行う。） 

修繕業務の契約金額は、修繕待機業務の修繕部分の契約金額と同額であ

る。同額となる理由は、上下水道局が設定した修繕待機業務の条件に合致

する業者と見積り合わせを行い、修繕待機業務の契約金額を決定した後に、

上下水道局が修繕待機業務のうち修繕部分の契約金額をその他の多数の業

者に提示して、金額に同意した業者と修繕業務の契約を締結したためであ

る。修繕業務の契約に当たっては、入札や見積り合わせといった適正な手

続きによった契約金額の提示を受けておらず、修繕待機業務のうちの修繕

部分の契約金額を利用しており、契約金額の決定方法として適当でない。

適正な契約事務を行われたい。 

（改善措置状況） 

令和２年４月を始期とする修繕業務の契約は、見積り合わせにより契約

金額を決定した。今後も適正に金額の提示を受けた上で契約を締結する。 

以上 


